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3  財務の概要                             
  



60 
 

Ⅰ 事業活動収支計算書 

 

 
 

1. 教育活動収支 
教育活動収入は予算比 4 億 3,700 万円増の 140 億 3,100 万円となった。学生数の増により経常費補助金が増加したこと、
附属校を中心に志願者が増加したこと、大口の寄付及び遺贈の寄付金を受けたことが主な要因である。学生生徒納付金の
予算比減は、幼児教育の無償化が 2019年 10月から開始され、経常費補助金として計上したことによる。 
支出面では、人件費がほぼ予算通りとなり、教育研究費・管理経費が予算を下回った。 
教育活動収支差額は 16億 6,700万円で、教育活動収入計に対する比率は、11.9 ％である。 

 

2. 教育活動外収支 
教育活動外収支は受取利息・配当金が予算比 3,900 万円の減であったが、テンプル大学への賃借料収入が 2019 年 8 月か
ら開始となり、収益事業収入が、予算比 1 億 700 万円増の計上となった。その結果、経常収支差額は予算比、8 億 4,100
万円増の 19億 2,900万円となった。   

 

3. 特別収支 
経常活動以外の特別収支差額として 400万円を計上した。収入として施設設備の寄付金・補助金、現物寄付、支出として
は資産処分差額である。   
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4. 基本金組入前当年度収支差額、繰越収支差額 
基本金組入前当年度収支差額は 19 億 2,500 万円となった。事業活動収入計に対する比率は 13.4％である。基本金 36 億
1,900万円組入後の当年度収支差額は、△16億 9,400万円となった。西キャンパス完成に伴い基本金取崩の調整を行った
結果、翌年度繰越収支差額は、△94億 4,500万円となった。 
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Ⅱ 資金収支計算書 

資金収支の規模は、263億 3,700万円で予算比 5億 6,200万円の増となった。資金収入では、寄付金収入、補助金収入、雑
収入が予算比増となった。一方、資金支出では教育研究経費が予算比 2 億 6,200万円減の 31億 1,900万円、施設関係支出
が予算比 4億 8,300万円減の 20億 5,500万円となった。 

 
施設関係の支出は西キャンパス建設工事、校舎改修工事、インフラを中心とした学園環境整備事業、省エネ機器設置工事等
である。 
設備関係の支出は教学用システムの更新のほか情報システムの環境整備を重点的に推進したことによる支出である。 
資産運用支出は主に短・中期運用の有価証券の購入支出である。 
その他支出として、無利子貸与である人見記念奨学金貸付金および昭和学園奨学金貸付金支払支出を行った。 
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Ⅲ 貸借対照表 

 

1. 資産 
建物・構築物は西キャンパスの完成および減価償却により、23億 7,800万円増額となった。 
収益事業元入金は収益事業会計へ振替えた賃貸対象の建物金額である。 

 

2. 負債 
長期借入金、短期借入金を合計した借入金の期末残高は 3億 5,500万円となった。 
退職給与引当金は 1,400万円の増加となった。期末要支給額の 100％相当額を計上しており、退職給与引当資産率（退職
給与引当特定資産/退職給与引当金）は 96.9%である。 
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3. 純資産の部 
基本金は施設設備関係支出等に伴い、第１号基本金で 21億 9,442万 8千円増加した。年度末の翌年度繰越収支差額は 94
億 4,512万 9千円の支出超過となり、基本金との合計額である純資産額は 468億 5,888万 4千円となった。この結果、純
資産構成比率（純資産/（総負債＋純資産））は 85.0％となった。  
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Ⅳ 収益事業会計 
 

2017年度より寄附行為に「不動産賃貸業・管理業」を定義し収益事業を開始している。学校法人会計から分離独立して事
業を営んでいる収益事業（会計）の３期目の決算は、営業収益として、建物賃貸料収入約 2億 2,363万円を計上し、学校
会計へ約 1億 5,824万円を繰り入れた。 

 

（単位：円）

科目 金額 科目 金額

流動資産 215,946,466 流動負債 25,449,067
預け金 215,946,466 前受金 25,449,067

固定負債 130,313,100
固定資産 2,461,370,504 預り保証金 130,313,100

有形固定資産 2,461,370,504
建物 2,461,370,504 負債合計 155,762,167

元入金 2,521,554,803

純資産合計 2,521,554,803

資産合計 2,677,316,970 負債・純資産合計 2,677,316,970

注記1.　有形固定資産の減価償却の方法は、定額法によっている。

注記2.　減価償却累計額は、69,337,516円である。

純資産の部

資産の部 負債の部

収益事業貸借対照表

2020年3月31日現在
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 （参考１）財務関係比率（単位：％）
１．事業活動収支計算書関係比率推移（法人合計）

全国平均

(2010年度) (2011年度) (2012年度) (2013年度) (2014年度) (2015年度) (2016年度) (2017年度) (2018年度) (2019年度) (2018年度)

人 件 費

経 常 収 入 55.7 52.2 53.8 57.3 51.5 53.8 53.3 53.7 50.9 49.4 53.0 -3.6 ▼
人 件 費

学 生 生 徒 等 納 付 金 72.5 68.3 70.2 74.1 66.5 69.8 69.1 71.4 65.4 64.9 70.9 -6.0 ▼
教 育 研 究 経 費

経 常 収 入 27.5 28.1 28.3 28.7 31.7 29.6 29.2 29.0 29.6 30.0 33.4 -3.4 △
管 理 経 費

経 常 収 入 8.6 8.8 9.0 9.0 11.3 9.9 8.5 9.8 7.2 7.1 8.8 -1.7 ▼
借 入 金 等 利 息

経 常 収 入 0.5 0.4 0.4 0.3 0.2 0.2 0.1 0.1 0.1 0.1 0.2 -0.1 ▼
基 本 金 組 入 前 当 年度 収支 差額

事 業 活 動 収 入 7.7 10.4 8.7 5.6 31.9 6.0 9.0 0.6 12.2 13.4 4.6 8.8 △
事 業 活 動 支 出

事 業 活 動 収 入 － 基本 金組 入額 95.4 95.7 97.1 109.8 87.9 104.3 94.1 104.1 100.5 115.8 107.0 8.8 ▼
学 生 生 徒 等 納 付 金

経 常 収 入 76.8 76.4 76.6 77.3 77.5 77.0 77.1 75.2 77.8 76.1 74.8 1.3 〜
寄 付 金

事 業 活 動 収 入 0.9 2.1 0.4 0.3 0.2 0.8 0.5 0.7 0.4 1.6 2.1 -0.5 △
教 育 活 動 収 支 の 寄 付 金

経 常 収 入 0.7 2.1 0.3 0.3 0.3 0.5 0.4 0.4 0.3 1.5 1.4 0.1 △
補 助 金

事 業 活 動 収 入 11.3 12.1 12.7 12.2 8.0 11.1 11.6 11.4 11.4 11.3 12.6 -1.3 △
教 育 活 動 収 支 の 補 助 金

経 常 収 入 11.2 11.9 12.4 11.3 11.4 11.1 11.4 11.3 11.3 11.2 12.2 -1.0 △
基 本 金 組 入 額

事 業 活 動 収 入 3.3 6.4 6.0 14.0 22.5 9.9 3.2 4.4 12.6 25.3 10.8 14.5 △
減 価 償 却 額

経 常 支 出 10.1 10.6 10.2 10.1 10.1 9.8 9.5 9.2 9.4 9.8 11.8 -2.0 〜
経 常 収 支 差 額

経 常 収 入 7.6 10.2 8.4 4.7 5.2 6.5 8.8 7.4 12.3 13.5 4.5 9.0 △
教 育 活 動 収 支 差 額

教 育 活 動 収 入 計 7.4 10.1 8.0 4.0 4.0 5.4 8.0 6.4 11.4 11.9 3.0 8.9 △

２．貸借対照表関係比率推移（法人合計）

全国平均

(2010年度) (2011年度) (2012年度) (2013年度) (2014年度) (2015年度) (2016年度) (2017年度) (2018年度) (2019年度) (2018年度)

固 定 資 産

総 資 産 81.7 79.0 76.0 81.0 85.9 79.1 80.3 77.2 77.1 77.2 86.8 -9.6 ▼
有 形 固 定 資 産

総 資 産 65.3 63.1 60.6 58.3 56.7 57.0 57.9 55.3 55.6 55.3 59.9 -4.6 ▼
特 定 資 産

総 資 産 7.8 7.6 7.2 6.8 11.7 9.3 5.9 6.1 10.4 11.0 22.2 -11.2 △
流 動 資 産

総 資 産 18.3 21.0 24.0 19.0 14.1 20.9 19.7 22.8 22.9 22.8 13.2 9.6 △
固 定 負 債

総 負 債 ＋ 純 資 産 13.9 12.2 10.9 10.1 8.5 8.0 7.3 6.9 6.5 6.1 6.8 -0.7 ▼
流 動 負 債

総 負 債 ＋ 純 資 産 8.8 8.9 9.8 12.0 8.5 8.9 8.8 9.7 8.6 8.9 5.4 3.5 ▼
運 用 資 産 － 総 負 債

総 資 産 2.1 6.2 9.0 8.7 16.9 16.8 17.7 19.7 17.6 18.1 25.7 -7.6 △
運 用 資 産 － 外 部 負 債

経 常 支 出 0.7 0.8 1.0 1.0 1.3 1.3 1.3 1.4 1.4 1.4 1.9 -0.5 △
純 資 産

総 負 債 ＋ 純 資 産 77.3 78.8 79.3 77.9 83.0 83.1 83.9 83.5 84.9 85.0 87.8 -2.8 △
繰 越 収 支 差 額

総 負 債 ＋ 純 資 産 -34.8 -33.1 -31.6 -29.9 -24.1 -22.4 -18.5 -17.6 -17.3 -17.1 -14.3 -2.8 △
固 定 資 産

純 資 産 105.7 100.3 95.8 104.0 103.5 95.2 95.8 92.5 90.9 90.9 98.8 -7.9 ▼
固 定 資 産

純 資 産 ＋ 固 定 負 債 89.6 86.8 84.2 92.1 93.9 86.8 88.1 85.5 84.4 84.8 91.7 -6.9 ▼
流 動 資 産

流 動 負 債 208.3 234.6 245.4 157.6 165.4 233.9 223.8 235.1 266.0 256.2 246.6 9.6 △
総 負 債

総 資 産 22.7 21.2 20.7 22.1 17.0 16.9 16.1 16.5 15.1 15.0 12.2 2.8 ▼
総 負 債

純 資 産 29.3 26.9 26.1 28.4 20.5 20.3 19.3 19.8 17.8 17.7 13.9 3.8 ▼
現 金 預 金

前 受 金 133.5 170.1 156.7 117.4 204.3 261.0 285.2 313.4 340.2 353.8 348.7 5.1 △
退 職 給 与 引 当 特 定 資 産

退 職 給 与 引 当 金 51.2 54.6 55.7 54.2 56.6 55.6 55.9 56.2 97.3 96.9 71.2 25.7 △
基 本 金

基 本 金 要 組 入 額 95.5 95.9 96.2 95.8 97.2 97.6 98.2 99.3 99.7 99.9 97.3 2.6 △
減 価 償 却 累 計 額 ( 図 書 を除 く )

減価償却資産取得価額（図書を除く） 54.6 56.6 58.4 58.0 58.9 58.0 56.4 58.5 60.0 57.6 51.5 6.1 〜
運 用 資 産

要 積 立 額 43.1 46.8 50.1 52.6 59.6 61.5 66.6 71.4 63.8 64.9 79.3 -14.4 △
（注１）改正後会計基準に組み直し後の比率を使用した。財務比率も会計基準変更後のものを使用している。

（注２）平均は、医歯系法人を除く大学法人である。 （引用：2018年度版今日の私学財政（大学・短期大学編）　日本私立学校振興・共済事業団）　

評：△高い値が良い　　▼低い値が良い　〜どちらともいえない

※　運用資産＝現金預金＋特定資産＋有価証券 ※　要積立額＝減価償却累計額＋退職給与引当金＋２号基本金＋３号基本金

19 減 価 償 却 比 率

20 積 立 率

16 前 受 金 保 有 率

17
退職給与引当特定特定
資 産 保 有 率

18 基 本 金 比 率

13 流 動 比 率

14 総 負 債 比 率

15 負 債 比 率

10 繰越収支差額構成比率

11 固 定 比 率

12 固 定 長 期 適 合 率

7 内 部 留 保 資 産 比 率

8 運 用 資 産 余 裕 比 率

9 純 資 産 構 成 比 率

4 流 動 資 産 構 成 比 率

5 固 定 負 債 構 成 比 率

6 流 動 負 債 構 成 比 率

評

1 固 定 資 産 構 成 比 率

2 有形固定資産構成比率

差異

3 特 定 資 産 構 成 比 率

昭和女子大学（法人）

15 経 常 収 支 差 額 比 率

16 教育活動収支差額比率

12 経 常 補 助 金 比 率

13 基 本 金 組 入 率

14 減 価 償 却 額 比 率

9 寄 付 金 比 率

10 経 常 寄 付 金 比 率

11 補 助 金 比 率

6 事業活動収支差額比率

7 基本金組入後収支比率

8 学生生徒等納付金比率

3 教 育 研 究 経 費 比 率

4 管 理 経 費 比 率

5 借 入 金 等 利 息 比 率

差異 評

1 人 件 費 比 率

2 人 件 費 依 存 率

昭和女子大学（法人合計）
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（参考２）学校法人会計について 
 

1. 学校法人会計と企業会計との違いについて 

学校法人会計では収支については「資金収支計算書」、損益については「事業活動収支計算書」を作成しています。 
学校法人会計の特徴として基本金があります。基本金とは学校法人会計基準第 29 条に「学校法人が、その諸活動の計画
に基づき必要な資産を継続的に保持するために維持すべきものとして、その事業活動収入のうちから組み入れた金額を基
本金とする。」と規定されています。 
基本金については 4種類が定められていますが、この基本金について決定される組入額が、毎年、事業活動収支計算書で
収入超過額を源泉として組み入れられていき、貸借対照表の純資産を示すところに、企業会計でいう資本の部にあたると
ころに、基本金の種類別に累計されています。 
私学法第 26 条 1 項において、私立学校の教育に支障のない限りその収益を経営に充てるために、収益を目的とする事業
を行うことが出来ることになっています。本学では、2017年度決算から寄附行為に「不動産賃貸業・管理業」を定め、学
校会計とは区分し、特別な会計として経理処理しています。 
収益事業会計に係る会計処理及び計算書類の作成は一般に公正妥当と認められる企業会計の原則に従って行うものとな
っています。 

 

2. 作成する計算書類について 

学校法人の会計は、「学校法人会計基準」により処理し、毎会計年度終了後、次の計算書類を作成しています。 
（１）資金収支計算書及び次の附属内訳表 

① 資金収支内訳表 
② 人件費支出内訳表 
③ 活動区分資金収支内訳表 

（２）事業活動収支計算書及び事業活動収支内訳表 
（３）貸借対照表及び次の附属明細表 

① 固定資産明細書 
② 借入金明細書 
③ 基本金明細書 

（４）財産目録 
（５）収益事業会計 

① 損益計算書 
② 貸借対照表 

 

3. 各計算書類の目的 

A. 「資金収支計算書」は当該会計年度の諸活動に対応するすべての収支の内容ならびに当該会計年度における支払資
金の収支のてん末を明らかにすることが目的であり、企業会計の「キャッシュフロー計算書」に類似したものです。 

B. 「事業活動収支計算書」は、当該会計年度における事業活動収支の均衡状態とその内容を明らかにし、学校法人の経
営状況が健全であるかどうかを示すもので、企業会計の損益計算書にあたるものです。 

C. 「貸借対照表」は、年度末における学校法人の財政状態をあらわした計算書類で、企業会計の貸借対照表と同様のも
のです。 

 

4. 記載科目の説明 

①. 学生生徒等納付金・・・学則に定める徴収金であり、授業料、実験実習費、入学金等 
②. 手数料・・・入学検定料、試験料、証明手数料 
③. 寄付金・・・金銭その他の資産を寄贈者から贈与されたもので、補助金とならないもの 
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④. 補助金・・・国または地方公共団体からの助成金等 
⑤. 資産売却収入・・・帳簿残高のある固定資産等の売却収入 
⑥. 付随事業・収益事業収入・・・教育活動に付随する活動に係る事業の収入 
⑦. 受取利息・配当金収入・・・預金、有価証券の利息収入 
⑧. 雑収入・・・上記以外の収入で、施設設備利用料収入等 
⑨. 前受金収入・・・翌会計年度以後の諸活動に対応する収入 
⑩. 資金収入調整勘定・・・当年度の諸活動に対応する収入であるが、資金の収入が当年度中に行われず、前年度または

翌年度に行われる収入項目に対応する勘定 
⑪. 人件費・・・教職員人件費、役員報酬、退職金支出 
⑫. 教育研究経費・・・教育研究のために支出する経費支出 
⑬. 管理経費・・・教育研究経費以外の経費支出 
⑭. 借入金等利息支出・・・借入金に係る利息支出 
⑮. 借入金等返済支出・・・借入金に係る返済支出 
⑯. 施設関係支出・・・土地、建物、構築物、建設仮勘定等に係る支出 
⑰. 設備関係支出・・・備品、図書等の取得に係る支出 
⑱. 資産運用支出・・・資金運用目的による資金支出 
⑲. その他の支出・・・貸付金支払支出、預り金支払支出、前払金支払支出等 
⑳. 資金支出調整勘定・・・当年度の諸活動に対応する支出であるが、資金の支出が当年度中に行われず、前年度または

翌年度に行われる支出項目に対応する勘定 
 
 
  




